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小型反射式光度計と樹体指標を使ったブドウ「巨峰」の果実品質の推定

--------------------------------------------------------------------------------

［要約］

小型反射式光度計によるブドウ「巨峰」の葉柄汁液中の硝酸イオン濃度は、施肥量に影響

され、新梢長、または新梢着生率とを組合わせると樹体の栄養状態を反映し、果実品質を

改善するための指標となる。
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［背景・ねらい］

有核栽培「巨峰」は、品種の特性として樹勢調整が難しく、結実が不安定である。その

ため、栽培者は結実確保優先のために弱めの樹勢管理に陥りがちで、果実品質を低下させ

る要因となっている。一方、これまでのブドウの樹体栄養診断技術は、診断の精度が低か

ったり分析に手間がかかる等の問題があり、新しい診断法の開発が望まれている。

そこで、小型反射式光度計（ＲＱフレックス）を用い、葉柄汁液中の硝酸イオン濃度（以

下「硝酸イオン濃度」とする。）による、樹体内養分や生育の簡易な評価技術を開発し、

高品質果実を生産する樹体づくりの指標を得る。

［成果の内容・特徴］

１． 「巨峰」の硝酸イオン濃度は、施肥量によって大きく影響を受けるが、結実の程度

および収穫時の果実品質（果粒重、糖度、酸）などとの相関はいずれも低い（データ表示

せず）。しかしながら、硝酸イオン濃度と結実期における結果母枝先端第１、第２芽の長

い方の新梢長（以下「先端新梢長」とする。）、または新梢着生率とを組み合わせると、

果実品質との関係がみられる（表１、図１）。

２． 開花前の硝酸イオン濃度が低く先端新梢長が長いと果粒肥大が良好で、硝酸イオン

濃度が低く新梢着生率が高いと糖度が高い。このとき、他の果実品質が低くなる傾向がみ

られないことから、樹体栄養状態が良好な状態であると判断できる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１． 果実品質と樹体の生育状況を示す指標として用いることができる。

２． 硝酸イオン濃度の測定は、同一樹体内において新梢間、あるいは同一新梢内におい

てもばらつきがみられることを考慮し、樹体全体から長さ 45cm 程度の新梢 7 本程度を午

前中に採取し、第一果房のある葉位とその前後の葉位の３葉柄を搾汁した。

３． 調査した現地ほ場には黒ボク土などの肥沃な土壌条件は含まれてないため、肥沃な

土壌条件下についてはさらに検討をする必要がある。


